
令和 7 年 4 月 11 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 就労継続支援A型事業所リーフ施設内

実施日程

実施した生産活動・施設外就労の概要

水道メーター、スマートメーター解体　

利用者数　等 20人

＜目的＞

地域連携活動のねらい 一般企業との共存

地域にとってのメリット 地域での福祉意識の向上

対象者にとってのメリット 企業の障害福祉への貢献

＜成果＞

実施した結果

他の企業との連携が充分に取れ信頼関係が構築される

得られた成果 利用者の就労場所の仕事の提供

課題点 出勤人数や配車の遅れにより生産活動が変わる

スマートメーターを解体するスピードも速く、利用者さん一人一人が主体的に動いており、

また、事業所内の雰囲気もよく利用者さん同士で分からないところを教え合う姿が印象的だった。

職員も一緒になって近くで作業をしているため、分からないことや困ったことがあれば

すぐに聞くことができる環境が整っていた。

令和6年10月11日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 リーフ 事業所番号 2316100664

住　所 名古屋市中川区山王4丁目6-29 管理者名 園川　陽子

電話番号 052-746-9710 対象年度 令和７年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 中部電力パワーグリッド株式会社 担当者名 小野　宏

様式２


